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藤　

澤　

佳　

宏

�
�
�
�
�
�
�
　
　

櫻　

井　

幹　

也

�
�
�
�
�
�
�
　
　

平　

村　

公　

子

�
�
�
�
�
�
�
　
　

山　

田　

一　

明

�
�
�
�
�
�
�
　
　

貝　

澤　

真　

澄

�
�
�
�
�
�
�
　
　

丹　

野　

信　

一

�
�
�
�
�
�
�
　
　

松　

澤　

以
久
子

�
�
�
�
�
�
�
　
　

安　

田　

功　

二

�
�
�
�
�
�
�
　
　

鈴　

木　

修　

二

�
�
�
�
�
�
�
　
　

千　

葉　

良　

則

�
�
�
�
�
�
�
　
　

大　

崎　

哲　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
席
順
）

�
�
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山　

田　

和　

博
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仲　

山　

一　

朝

��
���
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福　

山　

昭
三
郎
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�

�

　
　

佐　

　々

憲　

一
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�
�

�

　
　

佐
々
木　
　
　

孝

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	
�
　
　

池　
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澤　
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�
平
取
消
防
出
初
式
（
振
内
町
）

�
平
取
町
成
人
式
（
新
成
人　

人
の

53

　

門
出
を
祝
い
ま
し
た
）

�
�

�
第　

回
全
道
Ｐ
Ｋ
グ
ラ
ン
プ
リ

12

（　

チ
ー
ム
約　

人
が
熱
戦
を
繰

109

７００

　

り
広
げ
ま
し
た
）

�
義
経
雪
あ
か
り

�
初
午
祭

�
シ
シ
リ
ム
カ
ア
イ
ヌ
文
化
祭

�
高
齢
者
三
大
学
合
同
学
園
祭

��
�
豊
糠
中
学
校
の
最
後
の
卒
業
式

　

及
び
閉
校
式
が
あ
り
、
豊
糠
小
中

　

学
校
が　

年
の
歴
史
を
閉
じ
ま

61

　

し
た
。

�
平
取
町
教
育
奨
励
表
彰
授
与
式

��
�
平
取
町
自
治
基
本
条
例
の
施
行

　

を
記
念
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン

　

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

��
�
第　

回
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

20

　

バ
ル

�
本
町
地
区
空
き
店
舗
対
策
事
業

　

の
「
み
て
っ
て
」
が
オ
ー
プ
ン

�
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス
タ

�
高
齢
者
の
虐
待
問
題
に
対
応
す

　

る
「
平
取
町
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト　

　

ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
立
し
ま
し
た

�
平
取
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
設

　

立　

周
年
記
念
祝
賀
会

20

��
�
第　

回
す
ず
ら
ん
観
賞
会
（
町
内

24

　

外
か
ら
約
７
０
０
０
人
の
観
光

　

客
が
訪
れ
ま
し
た
）

�
平
取
町
長
選
挙

�
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

　

り
に
平
取
義
経
な
る
こ
会
が
日

　

高
町
の
日
高
樹
魂
舞
、
門
別
沙
乱

　

舞
連
と
組
ん
で「
沙
流
瑠
2
3
7
」

　

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

��
�
第
9
回
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

�
第　

回
モ
ン
キ
ー
リ
バ
ー
ラ
ン

22

　

ド
夏
ま
つ
り

�
第　

回
家
畜
共
進
会

32

�
第　

回
振
内
地
区
町
民
ス
ポ
ー

40

　

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
第　

回
幌
尻
ま
つ
り

21

�
わ
く
わ
く
自
然
体
験
ス
ク
ー
ル

��
�
第　

回
チ
プ
サ
ン
ケ

39

�
第　

回
ふ
れ
あ
い
広
場

22

��
�
第　

回
北
海
道
肉
用
牛
共
進
会

27

　

で
登
口
周
一
さ
ん
の
飼
育
牛
「
え

　

い
か
号
」
が
第
2
部
黒
毛
和
種
未

　

経
産
の
部
で
１
位
に
入
賞
し
ま

　

し
た

�
第　

回
び
ら
と
り
沙
流
川
ま
つ

30

　

り

�
���

�
第　

回
全
町
老
人
の
集
い

37

�
第　

回
す
ず
ら
ん
福
祉
園
収
穫

24

　

祭

�
町
民
と
の
対
話
「
ひ
ざ
・
び
ら
と

　

り
」
が
始
ま
り
ま
し
た

�
���

�
平
取
町
功
労
者
等
表
彰
式

�
平
取
町
文
化
祭

�
池
売
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
長
の

　

福
澤
一
光
さ
ん
が
北
海
道
社
会

　

貢
献
賞
を
受
賞

�
第　

回
平
取
町
女
性
の
集
い

29

�
第　

回
全
町
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

24

�
故
稲
原
敬
三
さ
ん
が
旭
日
単
光

　

章
を
受
章

�
町
づ
く
り
住
民
大
会
及
び
交
通

　

安
全
の
集
い
が
あ
り
、
女
優
の
小

　

山
明
子
さ
ん
が
講
演
さ
れ
ま
し

　

た

�
���

�
計
良
信
明
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章

　

を
受
章

�
第　

回
小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

24
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　元消防団副団長の計良信明さん（振内町）が瑞宝単光
章を受章し、町長室で伝達式があり、日高支庁の高沢地
域振興部長から勲記（賞状）と勲章が手渡されました。
　計良さんは昭和 26 年に消防団に入団し、以来 50 年 9
か月にわたり消防活動にご活躍されました。
　沙流川が決壊寸前になった昭和 56 年の集中豪雨災害
や自衛隊のヘリコプターを要請した昭和 63 年の岩知志
での林野火災において的確な指示をするなど、平取町の
防災に努められました。

�������
������������������

�����������������
�������������������

　町議会議員、議長として永きにわたり地方自治の
振興発展に貢献したとして故稲原敬三さんが旭日
単光章を受章し、その伝達式が自宅で行なわれ、妻
幸枝さんが川上町長（代読）より勲記（賞状）と勲
章を受取りました。
　平成 7年に議員に初当選し、以来 4期 14 年にわ
たり町政に携わり、平成 19 年からは議長として、
平取町の発展に寄与されました。
　

　ふれあいセンターびらとりで労働講座（連合北
海道平取地区連合主催）が、講師として医療法人
財団「夕張希望の杜」の 村上智彦理事長を迎えて
開催され、会場は立ち見の方が出るほどの、約１７０
人の町民が集まりました。
　村上医師は破綻した夕張市の実態を紹介しなが
ら、「健康意識の低い住民が多い地域には、医師は
来ないし、地元の医療機関を使わないと医療は崩
壊する」と熱く話りました。
　「健康づくりに必要なことは、病院の規模ではな
く、環境、安全な食べ物、生活習慣が大切である」
「高齢者の肺炎予防には、肺炎球菌ワクチンがき
わめて有効なので、ぜひ接種したほうがよい」な
ど健康は自らが努力し、得るものと説いていまし
た。

����������������
�����������������



��

　北海道コカ・コーラボトリング株式会社は、地域
に対する社会貢献活動の一環として、昭和 43 年から
40 年間、道内市町村の福祉関係施設へ自社製品のク
リスマスプレゼントを実施しています。
　今年も日高営業所 若生 明所長より、平取町社会福
祉協議会 小西正男会長にお茶など５００本が贈呈され
ました。
　このプレゼントは社会福祉協議会を通じて町内の
福祉関係施設に贈られました。

����������
����������	��������

��������	
���������

　平取中学校３年生の野呂田 緒美 さんが、第 28 回全国中学生人
つぐみ

権作文コンテスト札幌地方大会において、優秀賞を受賞しまし
た。
　野呂田さんの作文は「木のお皿」という題で、グリム童話の
物語を日本における高齢者の処遇に例え、高齢者社会のあるべ
き姿は、長生きを喜び、「いきがい」も持って豊かな人生を送る
こと。社会環境の整備はもとより、各世代の理解協力が不可欠
と綴っています。
　野呂田さんは「先生に受賞を教えてもらい、驚きましたが、
とても嬉しかった。表彰されることが初めてで、受賞式は大変
緊張しました。何かの機会があればぜひ書いてみたい」と意欲
をみせていました。

��������	
��
�������
��������	
��
�

　第１回平取町総合振興計画審議会（会長　藤岡光男氏　委員
数３０名）が開催されました。
　審議会では、新年度予算編成作業の前に、向こう３か年（本
年度は２か年）の平取町が実施する総合計画案について委員よ
り意見を聞き、計画や予算に反映させます。
　しかし、昨年までの年１回だけの開催では、委員が代表と
なる自治会や各種団体からの意見をなかなか汲み取れないと
の反省がありました。
　４月に施行された「平取町自治基本条例」の情報共有と住民
参加という基本原則に基づき、多くの方に計画の内容を知っ
ていただき、それに対しより多くの意見を集めたいとの考え
から、本年度から審議会を合計３回開催することにしました。
　１回目は主に計画案の内容について説明し、それを持ち帰って各自治会、団体で議論してもらう。２回目は
議論し、出された意見、要望等の報告をお願いし、その意見・要望などを町長と担当課でどのように計画に
盛り込めるかを検討する。
　そして、より確かな国・道などの財政情報などを盛り込んだ財政計画とあわせて、３回目の審議会に最終
案を提出し、審議のうえ承認をいただくという手順を踏むことになっています。
　依然として厳しい財政状況の中、どのような事業を選択するのかが総合計画策定の大きな課題となってい
ます。町民と情報を共有しながら、一人でも多くの町民の意見が反映される計画づくりをすすめます。
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月　

日
に
中
央
公
民
館
で
「
町

11

30

づ
く
り
住
民
大
会
及
び
交
通
安
全
住

民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
約
3
8

0
人
が
参
加
す
る
と
い
う
大
盛
況
ぶ

り
を
見
せ
ま
し
た
。
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月　

日
に
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

11

22

　

あ
ぐ
り
で
収
穫
し
た
お
米
の
試
食

THE会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

刈
入
れ
か
ら
精
米
ま
で
の
課
程
を

学
ん
だ
後
、
炊
き
た
て
の
ご
飯
を
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
お
に
ぎ
り
に
し
、

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々

と
味
わ
い
ま
し
た
。

　

形
は
少
し
い
び
つ
で
し
た
が
、
自

分
達
で
作
っ
た
お
米
の
味
は
格
別

だ
っ
た
よ
う
で
、「
美
味
し
い
！
」
の

声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

5
月
に
植
え
た
小
さ
な
苗
が
長
い

時
間
と
手
間
を
か
け
て
や
っ
と
ご
飯

の
姿
に
な
っ
た
こ
と
に
感
激
し
た
様

子
で
、
次
々
と
口
に
運
ん
で
い
ま
し

た
。
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月　

日
に
中
央
公
民
館
に
て
、

11

23

第　

回
日
高
管
内
道
民
芸
術
祭
「
合

32
唱
祭
」
が
管
内
よ
り
9
団
体
、
1
4

0
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
は
、
平
取
混
成
合
唱
団

コ
ー
ル
フ
ロ
イ
デ
が
参
加
し
、「
童
謡

メ
ド
レ
ー
2
」
な
ど
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
聞
か
せ
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
平
取
中
学
校
の
有
志
が
「
ト
ト
ロ
・

メ
ド
レ
ー
」
な
ど
を
歌
い
、
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。
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�
�

�
�
�
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昨
年
は
悪
天
候
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
た
め
、
2
年
ぶ
り
と
な
っ
た

今
年
は
、
講
師
に
女
優
の
小
山
明
子

さ
ん
を
迎
え
、
ご
主
人
の
大
島
渚
映

画
監
督
を
介
護
す
る
中
で
、
ご
自
身

が
う
つ
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
経
験

か
ら
「
介
護
す
る
人
の
健
康
が
大
切

で
あ
る
こ
と
」「
自
分
や
家
族
が
病
気

に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
得
た
も
の
は
大

き
い
」
な
ど
涙
あ
り
笑
い
あ
り
の
大

変
貴
重
な
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
警
察
音
楽
隊
の
演

奏
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
ド
リ

ル
演
技
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
迫
力

あ
る
演
奏
と
統
一
性
の
あ
る
演
技
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
飛
び
出
し
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
参
加
者
は
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

期
日　
　

月
9
日

11

場
所　

平
取
町
民
体
育
館

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

優　

勝　

平
取
義
経
剣
心
会
A

（
松
原
椎
名
・
小
林
岳
人
・
松
原
哲
汰
）

　

準
優
勝　

平
取
義
経
剣
心
会
B

（
木
村
裕
斗
・
安
田
千
幸
・
木
村
一
稀
）

　

第
三
位　

平
取
義
経
剣
心
会
C

（
木
村
有
稀
・
伊
藤
創
・
石
原
直
哉
）

�
�
�
�
�
�
�

　

第
三
位　

平
取
義
経
剣
心
会
A

（
安
田
千
起
・
互
野
友
裕
・
川
島
加
代
）

�
�
�
�

�
�
�
��
��
�
�

　

優　

勝　

松
原　

椎
名

　

準
優
勝　

小
林　

岳
人

　

第
三
位　

木
村　

裕
斗

　
　
　
　
　

木
村　

有
稀

�
�
�
��
��
�
�

�
優　

勝　

松
原　

哲
汰

�
�
�
�
�
�
�

　

第
三
位　

川
島　

加
代



��

�
　

月　

日
に
「
平
取
町
女
性
の
集

11

19

い
」
が
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
酪
農
学
園
の
麻
田
信

二
理
事
長
よ
り
、
最
近
特
に
関
心
の

高
い
「
食
の
安
心
・
安
全
」
に
つ
い

て
お
話
し
を
聞
き
、「
地
産
地
消
の
実

践
が
食
の
安
心
・
安
全
を
確
保
し
、

将
来
的
に
不
安
の
な
い
心
豊
か
な
生

活
に
つ
な
が
る
」
と
学
び
ま
し
た
。

　

次
に
古
川
敏
嗣
さ
ん
（
去
場
）
率

い
る
「
古
川
バ
ン
ド　

」
が
フ
ュ
ー

№2

ジ
ョ
ン
演
奏
を
披
露
し
、
メ
ン
バ
ー

が
奏
で
る
素
晴
ら
し
い
音
色
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
構
成
団
体
が
踊
り
や
楽

器
演
奏
な
ど
の
芸
能
発
表
を
行
い
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
や
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
友
好
バ
ザ
ー
」「
農
作
物
販
売
」

も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町
内
の
女
性

約
2
3
0
人
は
、
自
己
向
上
へ
の
学

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
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幼
児
が
親
と
楽
し
み
な
が
ら
芸
術

作
品
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
音
楽

と
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
人
形
に
よ
る
劇
団

「
ガ
ウ
チ
ョ
ス
」
の
公
演
が　

月　
１２

１１

日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

劇
団
員
堀
口
さ
ん
の
軽
快
で
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
と
楽
器
演
奏
か
ら
始

ま
り
、
精
巧
に
作
ら
れ
た
人
形
で
上

演
さ
れ
る
人
形
劇
へ
と
進
む
に
つ
れ
、

参
加
し
た　

人
の
子
ど
も
達
は
繰
り

５５

広
げ
ら
れ
る
「
ガ
ウ
チ
ョ
ス
ワ
ー
ル

ド
」
に
引
き
込
ま
れ
、
眼
を
輝
か
せ

な
が
ら
１
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
希
望
し
た
子
ど
も
達
が
、

実
際
に
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
人
形
を
動
か

さ
せ
て
も
ら
い
、
劇
団
員
と
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
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習
や
交
流
で
充
実
し
た
1
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
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期
日　
　

月　

日

11

30

会
場　

新
冠
町
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
　

　

準
優
勝　
　

松
永　

優
気

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

準
優
勝　
　

及
川　

智
己

�
�
�
�
�
�
�
�
　
　
　

　

第
三
位　
　

中
川　

力
哉

�
�
�
�
�
�
�
�
　
　
　

　

第
三
位　
　

武
田　

亜
砂
実

�
�
�
�
�
�
�
�
　
　
　

　

第
三
位　
　

斎
藤　

美
香

　

貫
気
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー

貫
気
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツツ

少
年
団
の
二
谷
優
吾
君
（
貫
気
別

少
年
団
の
二
谷
優
吾
君
（
貫
気
別
小小

学
校
５
年
生
）
が
９
月

日
〜

学
校
５
年
生
）
が
９
月　

日
〜　

日日

１３１３

１４１４

に
旭
川
市
で
行
わ
れ
た
「
第

回

に
旭
川
市
で
行
わ
れ
た
「
第　

回
北北

２７２７

海
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

海
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」」

の
小
学
５
年
生
以
下
男
子
シ
ン
グ

の
小
学
５
年
生
以
下
男
子
シ
ン
グ
ルル

ス
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た

ス
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。。

二
谷
君
は
、
１
月
３
日
〜
７
日

　

二
谷
君
は
、
１
月
３
日
〜
７
日
にに

島
根
県
で
行
わ
れ
る
「
第

回
全

島
根
県
で
行
わ
れ
る
「
第　

回
全
国国

１７１７

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大大

会
」
に
出
場
し
ま
す
。
大
会
に
お

会
」
に
出
場
し
ま
す
。
大
会
に
お
けけ

る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す

る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。。

　
　

月　

日
、
中
央
公
民
館
で
そ
ば

１２

１３

打
ち
体
験
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
取
町
で
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

る
そ
ば
打
ち
に
、
小
学
生　

人
が
挑

３４

戦
し
ま
し
た
。

　

水
の
含
ま
せ
方
や
こ
ね
、
の
し
、

切
り
と
、
大
人
で
も
加
減
が
な
か
な

か
難
し
い
そ
ば
打
ち
で
す
が
、
講
師

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

何
と
か
完
成
し
た
そ
ば
は
、
太
さ

が
ば
ら
ば
ら
の
個
性
的
な
出
来
で
し

た
が
、
自
分
達
が
手
が
け
た
そ
ば
の

味
は
お
い
し
く
、
笑
顔
一
杯
で
口
に

し
て
い
ま
し
た
。
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機
能
を
保
ち
、
少
し
で
も
介
護
を
必

要
と
す
る
時
期
を
遅
ら
せ
る
事
が
、

生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
す
る

第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
、
国
も
介
護
保
険
法
を

見
直
し
、
要
介
護
１
〜
５
ま
で
の
方

に
は
従
来
通
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
。
要
支
援
１
・
２
の
方
に
は
、

よ
り
自
分
で
出
来
る
事
が
増
え
る
よ

う
に
計
画
さ
れ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
一
口
に
高
齢
者
と
言
っ
て

も
、
様
々
な
状
態
の
方
が
い
ま
す
。

そ
こ
で
、　

歳
以
上
の
方
が
健
康
診

６５

査
を
受
診
す
る
際
に
、
生
活
機
能
評

価
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
事
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
ご
自
身
の
日
常
生
活
を

は
い
・
い
い
え
で
簡
単
に
答
え
る
質

問
票
と
医
師
の
診
察
か
ら
判
定
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
後
、
介
護
や
支
援

が
必
要
と
な
る
可
能
性
の
高
い
方
を

『
特
定
高
齢
者
』
そ
れ
以
外
の
元
気

な
方
を
『
一
般
高
齢
者
』
と
呼
び
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

一
般
高
齢
者
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、

　
【
介
護
予
防
】
と
い
う
言
葉
か
ら
、

皆
さ
ん
は
何
を
想
像
し
ま
す
か
？

　

平
成　

年
に
介
護
保
険
法
が
施
行

12

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
家
族
に
よ
る
介

護
か
ら
、
み
ん
な
で
支
え
る
公
的
な

介
護
の
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
を
、
全

国
一
律
の
調
査
に
よ
り
要
支
援
か
ら

要
介
護
５
ま
で
の
六
段
階
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
介
護
を
受
け
る

事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

施
行
後
、
現
状
に
合
わ
せ
何
度
か

の
改
正
を
し
て
き
た
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
、
必

要
な
介
護
を
提
供
し
改
善
を
目
指
す

方
法
で
は
限
界
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
方
法
は
言
わ
ば
対
症
療
法
で

あ
り
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
事
で
す
。
つ
ま
り
、
本
当

に
大
切
な
事
は
介
護
を
必
要
と
し
な

い
元
気
な
老
後
を
送
る
人
を
増
や
す

事
な
の
で
す
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
と
な
っ

て
か
ら
、
も
う
一
度
、
自
立
し
た
生

活
に
戻
る
事
は
並
大
抵
の
努
力
で
出

来
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な

ら
ば
、
元
気
な
時
か
ら
、
健
康
に
気

を
配
り
、
身
体
を
動
か
す
事
で
身
体

日
頃
か
ら
活
動
的
で
身
体
機
能
の
衰

え
も
あ
ま
り
な
い
元
気
な
方
で
す
。

　

地
域
で
開
催
さ
れ
る
介
護
の
講
演

会
や
講
習
会
に
参
加
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
更
な
る
活
動
範
囲

の
拡
大
を
目
指
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

特
定
高
齢
者
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、

何
ら
か
の
理
由
で
活
動
性
や
身
体
機

能
が
低
下
し
て
い
る
方
、
日
頃
か
ら

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
が
多
い
方

で
す
。

　

身
体
機
能
や
精
神
活
動
が
低
下
す

る
と
、
行
動
範
囲
が
狭
ま
り
自
宅
に

居
る
事
が
多
く
な
り
ま
す
。
人
と
触

れ
合
う
機
会
や
刺
激
を
受
け
る
機
会

が
少
な
く
な
る
事
で
物
忘
れ
が
進
む

事
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
や
自
室
内
で
の
生
活

が
中
心
に
な
り
ま
す
と
、
身
体
を
あ

ま
り
動
か
さ
な
く
な
り
筋
力
の
衰
え

が
進
み
、
転
び
易
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
の
転
倒
は
、
認
知

症
の
発
症
や
要
介
護
状
態
に
な
る
一

番
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
防
ぐ
事
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
高
齢
者
が
衰
え
易
い

点
を
中
心
に
そ
れ
を
補
う
た
め
に
次

の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
運
動
機
能
の
向
上

◇
栄
養
改
善

◇
口
腔
機
能
の
向
上

◇
閉
じ
こ
も
り
の
予
防

◇
認
知
症
の
予
防

◇
う
つ
病
等
の
予
防

　

こ
の
内
、
平
取
町
で
は
運
動
機
能

向
上
の
た
め
の
【
転
倒
予
防
教
室
】

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
と
下
肢
筋

力
の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
１
月
〜
３
月

に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
取
町
で
は
特
定
高
齢
者

の
方
だ
け
で
な
く
、　

歳
以
上
の
方

６５

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
事

が
で
き
ま
す
。

�
対
象　
　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

�
回
数　

毎
週
1
回

�
時
間　

毎
回
2
時
間
程
度

�
担
当　

健
康
運
動
指
導
士
・
保
健
師

�
内
容　

講
義
と
体
力
測
定

　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ

　
　
　
　

ー
ニ
ン
グ
等

　

自
宅
で
も
続
け
ら
れ
、
楽
し
み
な

が
ら
取
組
め
る
よ
う
に
、
内
容
を
工

夫
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
参
加
者
の
多
く
は
下
肢
筋

力
の
向
上
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
今
年
度
も
実
施
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り

　
　

保
健
福
祉
課　

保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
（�
４－

６
１
１
１
）
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������＜一般＞

　パーツを作って組み立てて、

仕上げれば完成の切り口が絵柄

になった「飾り巻きずし」と、す

しめしの台に具で目鼻などの絵

柄を描く「デコレーションちら

し」を紹介する一冊。

　はじめてでもうまくいくやさ

しいメニューが満載です。

����������	�＜児童＞

　北海道・大雪山のふもとに

降った、天然の雪の結晶の写真

に、谷川俊太郎のことばを添え

た写真絵本です。

　ひとひら、ひとひら受け止め、

顕微鏡で撮影された結晶は、美

しく、かわいく、ふしぎです。

������� ����������� ����������	�����

　����／����＜一般＞
　「愛美は事故で死んだのではあ
りません。このクラスの生徒に殺
されたのです。」
　わが子を亡くした女性教師が、
終業式のホームルームで犯人であ
る２人の少年を指し示す。様々な
立場の人物が語る言葉が、事件の
真相を解き明かす。
　第２９回小説推理新人賞受賞作。

　��������	�／����＜一般＞
　戦国時代、豊臣秀吉の下には
「二兵衛」と称される名軍師がい
た。野心家の心と、世捨て人の心
を併せもつ竹中半兵衛。志を抱き、
まっすぐに生きようとする黒田
官兵衛。「生涯の友」となる彼らの
運命を描いた長編歴史小説。
　２００９年のＮＨＫ大河ドラマ原
作者の最新作。

　������／�������＜児童＞
　盗まれたのは、雪の女王がみず
からとりだした心臓のかけら。
　雪の女王は力を失い、冷気が世
界に流れ込みはじめた。凍りつく
世界の運命はいったいどうなる？
　ロシア革命へと続く混乱のサン
クトペテルブルクを舞台にした、
ミステリアス・ファンタジー。
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���������	�
��� ※　は休館日です。
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（荷　菜）勇二28・9く　ん楠　　 哲匠 
てっしょう

（貫気別）浩二2・11ちゃん大森　 結愛 
ゆ め

���������	�

（去　場）86 歳12・11さ　ん　瀬　はる

（二風谷）73 歳19・11さ　ん佐藤　力男

（二風谷）71 歳20・11さ　ん長野　満男
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�月号 No.581

（▲ 4）5,824人　口
（▲ 4）2,821　男
（　 0）3,003　女
（ ▲ 3）2,628世帯数

121外国人登録数
（ ) 内は前月比　11 月末現在
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　紫雲古津自治会長の高野さん（写真・右）と書記の鍋澤さんが役場町長室を訪れ、
自治会の要望を町長に伝えました。2回目の「ひざ・びらとり」には、個人・団体
あわせて７件の町長への相談がありました。　


